
 

令和 2 年 4 月 2 日(木)、公明党鈴鹿市議団として、「新型コロナウイルス対策に関

する緊急要望」を、末松則子市長に手渡しました。 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス対策に関する緊急要望 

 

都市部を中心に新型コロナウイルスの感染者が急増しており、本市においても、県外から訪れた

陸上教室講師の陽性が確認されました。 

この陸上教室の参加者には、子どもたちも含まれており、市立の小・中学校及び幼稚園の始業式

などの延期も決定しました。 

今後、クラスター感染による感染者数の急増が懸念されるとともに、市内経済・市民生活への影

響が危惧されます。 

市民の生命・暮らしを守るため、下記の要望について、適切かつ迅速な対応を求めます。 

 

 

記 

 



 

 

1. 市民への正確な情報発信・情報提供に努めること。 

 

2. 新型コロナウイルス対策については、市民の生命と暮らしを守ることを第一に、補正予算も視

野に入れ、迅速に対応する体制を整えること。 

 

3. 感染者やその家族などが、職場や学校などでいじめや偏見に遭うことのないよう、人権に配慮

した対応を行うこと。 

 

4. 小・中学校及び幼稚園、公共施設の再開については、感染症拡大防止を最優先として、慎重に

判断すること。また、子どもの居場所確保に努めること。 

 

5. 今般の状況を踏まえ、特に児童・生徒や若者が、人が密集する場所や換気の悪い密閉空間、密

接する状態で会話をするなど、感染リスクの高い行動を行わないよう、注意喚起を徹底するこ

と。 

 

6. 「住居確保給付金」や「生活福祉資金貸付制度」の特例など、家計が苦しくなった方に対する

支援制度の周知徹底に努めること。 

 

7. 税や公共料金、保険料などの支払いの相談については、丁寧な説明と市民の状況に応じた柔軟

な対応を行うこと。 

 

8. 中小企業・小規模事業者・個人事業主やフリーランス向けの特別貸付制度、緊急小口資金等の

支援制度について、分かりやすく周知するとともに、市独自の支援策を検討すること。 

 

9. 高齢者、妊産婦、持病があるなど重症化リスクを抱える人への注意喚起の徹底と、デマによる

混乱、詐欺被害等が発生しないよう、正確で分かりやすい情報提供に努めること。 

 

以上 


